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1. はじめに 

近年，画像処理技術が我々の生活の様々な場面で

利用されており，その中でも文字検出や文字認識とい

った文字情報抽出に関しては様々なサービスに応用さ

れている．近年，文字情報抽出はかなりの精度でできる

ようになっているが，ユーザに有益な情報を提供するた

めには，環境中に存在する文字のうちどれが重要なの

かを判断することが大切であり，そのような研究はほとん

ど行われていない．本稿では文字の重要度を計算する

ことで文字の重要性を考慮した文字情報抽出を実現す

る手法について検討する． 

2. 重要な文字の特徴 

まず初めに重要な文字の特徴を調査するために主

観評価実験を行った．被験者 10 人に 45 枚の情景画像

中の重要だと思った文字を回答してもらうことで調査を

行った．調査の結果，サイズが大きかったり，はっきりと

した色で書かれた文字が重要な文字となる傾向がある

ということが明らかとなった．これは，元々文字とは人間

の目に付くように作られたシンボルであるために，重要

な文字ほど人間の注目がいきやすいようにデザインさ

れているためだと考えられる．したがって，文字の重要

度計算において，人間が画像中のどの部分を注目しや

すいかを表す顕著性マップ[1]の利用が有効であると考

えられる． 

また，重要だと回答された文字は「見出し」や「店名」

といったものが多かった．したがって４.の実験において

使用する画像は「店名」や「見出し」といった文字が存

在するものを用いる． 

3. 情景画像中における重要文字情報抽出 

重要文字情報抽出は図１のような流れで行う．図 1 に

おける文字認識の部分は既存の手法[2]を用いるので，

本稿では重要文字を検出する処理について述べる．ま

ず初めに MSER 特徴量[3]を用いて文字候補を抽出し

た後に，文字候補がどの文字列に属するかを判別する．

そして検出された文字領域の重要度を計算し，重要文

字領域を決定する．重要度計算は機械学習のブーステ

ティングを用いる．学習では，情景画像中の文字領域

から計算する特徴量を入力とする．前節の調査結果及

び考察より，重要な文字ほどサイズが大きく，視覚的顕

著性が高い傾向があると考えられるため，検出された文

字領域における文字の大きさ，フォントの太さ(ストローク

幅)，及び[1]の顕著性マップの値を特徴量とした．ここ

で顕著性マップは輝度，色相，方向の 3 つの成分で構

成されているが，今回はそれぞれの値を特徴量に設定

した．  

   
図１．処理手順 図２．検出成功例   図 3．検出失敗例 

4. 重要文字情報検出実験 

初めに重要な文字を検出できるかどうかの実験を行

った．実験で使用する画像は 54 枚で，2．で述べたとお

り店名や見出しといったような文字を重要文字とした．ま

た，画像54枚中,44枚を訓練データ，10枚をテストデー

タとした．実験結果, 10 枚中 4 枚の画像で正しく重要文

字が検出された．図 2，3 において赤枠で囲まれた文字

が重要文字，青枠で囲われた文字が今回の手法で検

出された文字である．図 2 は成功しているが図 3 は重要

でない文字が重要であると判断されてしまった．このこ

とから，文字の重要度を計算する際により有効な特徴

量を考える必要があると考えられる． 

5. まとめ 

情景画像中の重要文字情報抽出に関する手法を提

案した．今後の課題としては，重要文字判別手法の改

善が挙げられる． 
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